
今後の静止気象衛星の整備・運用に向けた課題

<気象衛星の整備方式>
１．静止気象観測ミッションと他のミッションの相乗りの可能性は？

<新たな利用分野>
２．気象衛星観測の高機能化により、気象業務への利用以外に、新たな

利用は見込まれるか？

<民間活力を活用した衛星の運用>
３．気象衛星の整備・運用において民間活力を活用することは可能か、

その場合どのような方法が適当か？

資料１－２

① 気象衛星観測は、国民の安全・安心に不可欠であり、かつ国際的に
も重要な役割を果たしている。

② 平成21年度には次期気象衛星の製造に着手する必要がある。
③ 相乗りミッションが見つかっていない。
④ 次期気象衛星では観測チャンネル数の増加、解像度の向上などが

見込まれる。
⑤ 民間の衛星通信事業者においては衛星運用の実績・ノウハウが

蓄積されている。

現状：

主な論点



１．静止気象観測ミッションと他のミッションの相乗りの可能性
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地球観測などの研究開発ミッションを含め、
幅広く相乗りの可能性を検討

手法として民間を活用した相乗りも検討
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幅広く相乗りの可能性を検討幅広く相乗りの可能性を検討
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関係省庁、民間
の宇宙利用の
動向
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相乗りを実現するためには、次の
条件を整合させることが必要

①ミッション要求
（軌道位置、重量・電力要求等）

②スケジュール
（計画決定～打上げ～運用）
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条件を整合させることが必要

①ミッション要求
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米国運用環境衛星（米国運用環境衛星（GOESGOES））

商務省

農業省

エネルギー省

環境保護庁

政府関係機関

等

環境衛星資料情報局
関係機関からの利用要望を受け、衛星を
整備・打上げ・運用し、観測データを提供

気象局（NWS） 海洋漁業サービス局

大気研究センター（NCAR）

気候データセンター（NCDC）

海洋大気庁（NOAA）

NASA（委託を受け衛星を開発）

【参考】 米国の静止衛星観測体制

GOES運用・整備スケジュール
2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

GOES-Nシリーズ
（GOES-13、O、P、Q）

GOES-Rシリーズ
（4機）

GOES-Kシリーズ
（GOES-8～12）



２．次期衛星の高機能化による新たな利用の可能性

次期衛星搭載の観測センサー次期衛星搭載の観測センサー

高解像度化、高頻度化により台風・集中豪雨等の実況監視を強化！

チャンネル数 ： 可視３チャンネル以上、赤外：９チャンネル以上

解 像 度 ： 可視0.5ｋｍ、赤外２ｋｍ

観測回数 ： 全球観測10分毎

多チャンネルの観測から
多様なプロダクトを作成

多チャンネルの観測から
多様なプロダクトを作成

越境大気汚染

大規模森林火災

気象業務の目的以外で、新たな分野への利用は見込めないか？気象業務の目的以外で、新たな分野への利用は見込めないか？

多チャンネル化・高解像度化、高頻度観測を実現

地球環境や地球の素顔を、リアルタイム
かつダイナミックな映像で描写

地球環境や地球の素顔を、リアルタイム
かつダイナミックな映像で描写

動画映像
海洋資源



次期衛星カラー画像：
新たな分野で利用

できないか

ひまわり6号
白黒画像：
気象業務に利用

（地球観測衛星TERRA（MODIS）
画像から作成したイメージ）

現在のひまわり6号と次期衛星画像の比較（可視画像）

高度 約36,000km
水平分解能 最高500m



ひまわり７号による短時間間隔の連続観測画像（動画）

2006年11月17日
9時10分～13時06分
の2分間隔の観測

次期衛星による
高頻度観測：
（１～１０分間隔）

新たな分野で利
用できないか？



・衛星運用計画の作成

・気象情報作成

現 状現 状

気象衛星センター

気象衛星通信所

テレメトリ・コマンド

運用計画

・衛星管制運用

・観測データ受信

観測データ受信

観測データ

画像データ配信

利用局

次期衛星では、障害対応及び観測データ取得用に高い
周波数（Kaバンド）を使用するための降雨対策として、
地上局２局が必要

衛星管制業務は、特殊な技術・経験を要する業務であり、
今後継続的に運用要員を確保することが困難

次期衛星では、障害対応及び観測データ取得用に高い
周波数（Kaバンド）を使用するための降雨対策として、
地上局２局が必要

衛星管制業務は、特殊な技術・経験を要する業務であり、
今後継続的に運用要員を確保することが困難

MTSAT

３．衛星の整備・運用において民間活力を活用する方策

テレメトリ・コマンド

民間事業者の運用業務
・衛星管制運用

・観測データ受信

気象庁

観測計画

観測データ受信

観測データ

国際調達

民間活力の活用イメージ民間活力の活用イメージ

民間事業者の保有する効率的な運用体制・
地上施設を活用する適当な方策は？

民間事業者の保有する効率的な運用体制・
地上施設を活用する適当な方策は？



PFI（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）とは、
民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用して、公共施設等の建設、

維持管理、運営等を行う手法

PFI（プライベート・ファイナンス・イニシアティブ）とは、
民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用して、公共施設等の建設、

維持管理、運営等を行う手法

○ 民間事業者の経営上のノウハウや技術的能力を活用できる。
また、事業全体のリスク管理が効率的に行われ、事業の全部または
一部を一体的に扱うことによる事業コストの縮減が期待できる。

○ 官民の適切な役割分担に基づく新たな官民パートナーシップの形成。

○ 民間の事業機会を創出することを通じ、経済の活性化に資する。

○ 民間の資金調達能力を活用することにより、予算を平準化できる。

○ 民間事業者の経営上のノウハウや技術的能力を活用できる。
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一部を一体的に扱うことによる事業コストの縮減が期待できる。

○ 官民の適切な役割分担に基づく新たな官民パートナーシップの形成。

○ 民間の事業機会を創出することを通じ、経済の活性化に資する。

○ 民間の資金調達能力を活用することにより、予算を平準化できる。

PFI事業の効果PFI事業の効果

● 金利負担等により、総事業費が増加する可能性がある。

● 事業選定時に全体計画を確定させることが必要。また、実施後の計画

変更が困難。

● 金利負担等により、総事業費が増加する可能性がある。

● 事業選定時に全体計画を確定させることが必要。また、実施後の計画

変更が困難。

PFI事業とする場合の課題PFI事業とする場合の課題

【参考】
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